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日刊(祝日・土日休刊) (1) 

第73回通常総会・懇親会 

   懇親会は4年ぶりの開催 

西日本電線工業協同組合 

西日本電線工業協同組合（尾崎勝理事長）は20日、

大阪市北区のホテル阪急インターナショナルで第73回

の通常総会及び懇親会を開催した。役員の改選期にあ

たる通常総会では、主要役員の尾崎勝理事長（伸興電

線社長）、山鳥剛裕副理事長（ヒエン電工社長）、岡

田永信副理事長（協和電線工業社長）と理事25名、幹

事2名を選任した。 

懇親会冒頭の挨拶で尾崎理事長は、「電線業界は、

2021年度の出荷銅量は63万1千トン余で前年比1.3％増

と大きな回復にはならなかった。2022年度も出荷銅量

が65万3千トンで前年比3.5％増と予測され、回復は鈍

い見通しとなっている」と述べた。 

一方組合活動では、「前年度はコロナ禍で多くの制

約条件があるなかで、直面している商習慣の是正とい

う課題に加えて、BCP（事業継続計画）研修、設備バ

ンク事業などに取り組んだ。新年度は、これらの事業

に加え、働き方改革やカーボンニュートラルへの取り

組み等にも尽力して行きたい」とし、組合員事業所の

支援、協力を訴えた。 

来賓として出席した大阪府中小企業団体中央会の谷

山真記子事務局長は総会開催への祝意を述べるととも

に、「コロナの感染症に

加え、ウクライナ情勢の

原材料価格の高騰など厳

しい経営環境が続いてい

るが、様々な施策を通し

て経営活動を支援して行

きたい」と挨拶した。 

続いて、関西電線販売

業協同組合の伊津元博副

理事長（イズマサ社長）

による乾杯の発声で、コ

ロナ感染症に配慮しての

懇親会を開催、組合員相

互の懇談を行った。 
懇親会で挨拶する尾崎理事長 

携帯電話国内出荷 2021年度・3月 

  前年度比 1.6ポイントダウン 

ＪＥＩＴＡ 

一般社団法人電子情報技術産業協会（綱川智会長）

はこのほど、2021年度と2022年3月の携帯電話国内出

荷実績を発表した。年度全体の

台数は13,384千台、前年度比は

98.4％と1.6ポイントの4ダウン

となった。 

うちスマートフォンは10,189

千台、同97.4％となった。 

通信事業者による3Gサービス

終了に伴う巻き取り施策の効果

などは継続して期待されたものの、冬春商戦モデルの

出荷は振るわなかった。スマートフォン比率は76.1％

だった。 

また、3月の台数は1,445千台、前年同月比93.9％と

なった。うちスマートフォンは1,102千台、同89.7％

だったが、3か月ぶりに100万台を超えた。単月のス

マートフォン比率は76.3％だった。 
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「半導体戦略2022年版」 

        を経産省に提出 

ＪＥＩＴＡ 

一般社団法人電子情報技術産業協会（綱川智会長）

半導体部会はこのほど、提言書「国際競争力強化を実

現するための半導体戦略2022年版」を経産省商務情報

政策局情報産業課に提出したと発表した。 

デジタル社会で半導体の世界市場規模は約60兆円を

超え、国家安全保障の見地からもカーボンニュートラ

ル実現にあたっても重要な役割を担っている。主要各

国政府による自国半導体産業への大型支援が相次いで

おり、国内生産率の向上や安定供給を目的としたサプ

ライチェーンの構築・強靭化などが推進されている。

提言書で支援を求めている内容の要約は次の通り。 

（１）新時代のサプライチェーン構築やカーボン

ニュートラル、次世代計算基盤確保への支援 

日本が競争力を有する半導体（メモリ､センサ､パワー

半導体､マイコン､アナログIC）への支援／サプライ

チェーン強靭化のための同盟国による連携などの支援／

カーボンニュートラルに向けた、デジタル化、グリーン

関連投資を支えるキーコンポーネントとしての支援。 

（２）国際的な半導体支援策の潮流への対応 

国家安全保障の観点から、主要国・地域が進める半

導体産業の維持、強化に日本が出遅れることのないよ

う、それら主要国・地域の補助金に比肩する支援。 

（３）新たな時代の研究開発体制と支援 

基礎研究と製品開発をつなぐ最新設備をもった研究

機関設立／次世代半導体の開発支援。 

（４）イコールフッティング（税制、他） 

日本における電気料金や償却資産税などの負担の軽減。 

（５）半導体の人材育成と獲得 

初等教育から大学まで人材育成が必要であり、半導

体に関するカリキュラム導入などのお願い。 

（６）半導体に関する諮問委員会の設置 

半導体戦略を議論する産官学による諮問委員会の常

時設置。 

国家安全保障ならびに国際競争力強化の観点から、

日本の半導体製造基盤を強化し、必要となる半導体の

継続的な安定供給を実現するためには、官民が連携

し、半導体産業として高い競争力を維持・向上させて

いかなければならない。本提言は、カーボンニュート

ラルの実現をはじめとする未来社会に向け、半導体産

業がより一層の責務を果たし、縁の下の力持ちとして

社会を支える役割を担うため、人材育成をはじめ次世

代に向けた取り組みに積極的に注力していく強い意志

を示している。 

半導体部会長で東芝デバイス&ストレージ株式会社

取締役デバイス&ストレージ研究開発センター長の宮

森高氏は「日本の半導体産業はCMOSイメージセン

サ、NAND型フラッシュメモリ、パワー半導体、自動

車向けMCU、アナログICなどの

分野で高い国際競争力を保持し

ている。 

 一方、主要各国政府による自

国の半導体産業への大型支援が

相 次 ぐ な か 競 争 環 境 は 苛 烈 に

なっており、競争力の維持、向

上のためにはより一層の官民連

携が求められている。 

 提言は、半導体産業として、

今の社会はもとより未来の社会

の た め 貢 献 す る 決 意 表 明 で あ

り、そのために政府のさらなる

支援を要請するもの。 

半導体分野における官民連携の深

化は、日本のデジタル社会の発展に

大きく貢献すると確信する」とし

ている。 
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5月12日付現地メディアによると、エネルギー鉱物

資源省は、2022年のインドネシアのニッケル金属生産

量を、21年の2.47百万tに対し2.58百万tを超えること

を目標にすると発表した。また同省は、フェロニッケ

ルの生産量は1.66百万t、ニッケル銑鉄は831千t、ニッ

ケルマット82.9千tに達するとの予測を発表した。 

同省は、世界最大と主張する同国の膨大なニッケル

埋蔵量により、ニッケル金属生産は今後5年間増加し

続けるだろうと述べた。 

また同省は、ニッケル含有量が1.5％以下の低品位

ニッケル鉱石（リモナイト）の埋蔵量では、73年分の

生産が可能であると推定している。この想定は、リモ

ナイト鉱の埋蔵量1.7十億tと国内処理能力24百万t/年

に基づいている。 

一方、ニッケル含有量が1.5％以上の高品位ニッケ

ル鉱石（サプロライト）については、埋蔵量は今後27

年間の生産のみと言われている。サプロライト鉱の埋

蔵量を2.6十億tと推定し、国内製錬所の生産能力を

95.5百万t/年と仮定したもの。 

現在、ラテライト鉱の消費のほとんどは、クラス2の

ニッケルを生産するRKEF（ロータリーキルン方式）製

錬所向けの高グレードのサプロライト鉱が占めている。

同省のRidwan Djamaluddin鉱物・石炭局長によれば、

Ni含有量が1.7％以上の鉱石と1.5％以上の鉱石の総埋蔵

量はそれぞれ1.76十億tと2.75十億tである。 

同局長によれば、Ni含有率1.7％以上の鉱石埋蔵量

は、追加できる埋蔵量がなく、鉱石消費が、計画され

ているすべての製錬所が建設・稼働し、総生産能力が

210百万t/年に達するレベルに達した場合、2031年に

枯渇するとした。また、Ni含有量が1.5％を超える鉱

石が使用される場合、サプロライト鉱石の埋蔵量は

2036年に枯渇するとした。 

エネルギー鉱物資源省によると、同国内でクラス1

のニッケルを生産するHPAL（高圧硫酸浸出）製錬所

向けには、ニッケルグレードの低いラテライト鉱の消

費量はまだ比較的少ない。 

また、Ni含有量1.5％未満の鉱石埋蔵量は、計画中

のHPAL製錬所プロジェクトがすべて建設され、合計

で58百万t/年の生産能力をもって操業すれば、2025年

まで維持できる。同局長は、「これは、2000年代の石

炭で起こったことと同様で、当時の石炭生産は67百万

t程度に過ぎず、2019年には約616百万tに達するまで

毎年伸び続けた。ニッケルも同様に、電気自動車

（EV）の増産に伴い、毎年生産量を伸ばし続けると予

測される」と述べた。 

インドネシア：政府、2022年のニッケル

金属生産量を2.58百万t超に目標設定 

5月16日～5月20日(現地) 
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 24日朝入電の海外相場は、LME

（ロ ン ド ン 金属 取 引 所）銅 相場

で、直物の前場売値が、前営業日

の9,477.00ドルより23.50ドル高の9,500.50ドル。直物

の終値は、前営業日の9,451.00ドルより137.50ドル高

の9,588.50ドル。3か月物の前場売値は、前営業日の

9,461.00ドルより24.00ドル高の9,485.00ドル。3か月

物の終値は、前営業日の9,422.00ドルより126.00ドル

高の9,548.00ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引

所）銅相場の7月限は、前営業日の427.50セントより

7.05セント高の434.55セント。SHFE(上海期貨交易

所)銅相場の6月限は、前営業日の7万1,770元より250

元高の7万2,020元。 

24日の東京為替市場TTSレートは、前日の128.78円

より0.09円の円安ドル高、1ドル＝128.87円。24日に

入電した直近のLME銅相場直物前場売値は9,500.50ド

ル。こ の 値と24日 の 東 京 外 国為 替 市 場USド ルTTS

レートから計算した国内採算値は、前日の125万8,000

円より4,000円高の126万2,000円。 

この日、電気銅建値は126万円に据え置かれた。 

為替動向 

23日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで上

昇。16時、前週末と比べ0.0110ドルユーロ高ドル安、1

ユーロ=1.0660ドル～1.0670ドルで推移していた。この

日、ECBのラガルド総裁がECBのウェブサイトで7～9月

の利上げを示唆、ユーロ買いドル売りが優勢となった。 

23日のニューヨーク外国為替市場で円相場は横ばい

だった。前週末と変わらず1ドル=127.85円～127.95

円で取引を終えた。この日、米国の株式市場ではダウ

平均が618ドル高と大きく上昇、円売りドル買いにつ

ながったものの安全資産とされる米国債が売られ長期

金利が上昇。円相場の重荷となった。 

24日早朝、東京外国為替市場の円相場は下落して始

まった。8時30分、前日17時と比べ0.17円の円安ドル

高、1ドル=127.75円～127.76円だった。前日の米国

の株式市場では主要株価指数が軒並み上昇、市場参加

者のリスク回避姿勢が後退し円売りがやや優勢となっ

た。ただ、その後、株価の先物指数が下落、米国では

長期金利の上昇が一服していることもあって円は底堅

く推移した。対ユーロで円は大幅に下落した。同じく

1.25円の円安ユーロ高、1ユーロ=136.49円～136.52円

だった。ECB総裁が「7月に利上げが可能になる」と

の見方を示したことで、欧州で早期の金融正常化が進

むとの観測からユーロが買われた。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(5月23日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が974～979、上銅新のうちタフピッチや

無酸素銅などは939～944、並銅は904～914、込銅

（高品位＝約97％）は894、セパは753～758。コー

ペルは要り用筋で694、それ以外は679ほど。黄銅

削粉も同様に要り用筋704、それ以外674～684どこ

ろの値頃。並青銅鋳物削粉は791～796どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が954～

974、上銅新くずが919～939、普通上銅が894～

914、2号銅線が886～906、並銅が884～904、込銅

(94-97％)が832、込銅(90-93％)が834、下銅が500

～550、セパが718～753、コーペルが634～679、黄

銅棒地が629～674、黄銅削粉が624～669、黄銅ラ

ジが589～597、交叉ラジが519～576、黄銅銅鋳物

が511～518、送りが322～341、上青銅鋳物が788～

808、並青銅鋳物が768～783、上青銅鋳物削粉が

783～803、並青銅鋳物削粉が758～778どころ。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

（1トン程度･置場･現金･キロ当たり円） 

関東地区（5月後半） 

2S=255円～275円、63S=239円～270円、アルミホイー

ル(1P)=151円～265円、ビス付サッシ=122円～131円、

エンジンコロ=130円～138円、込合金(機械鋳物)=128円

～136円、缶プレス(ソフト)=101円～111円。 

関西地区（5月後半） 

2S=242円～245円、63S=245円～275円、印刷版=235円

～238円、アルミホイール(1P)=216円～226円、ベースメ

タル=184円～188円、機械鋳物=131円～134円、ダライ

粉=110円～113円、ビス付サッシ=128円～143円、缶プ

レス=118円～123円。 

5月9日～5月20日(現地) 
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24日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、5月21日入電

の9,477.00ドルより23.50ドル高の9,500.50ドル。3営

業日の続伸で2.55%高。この週0.25%の上伸。5月に

入って3.26%の下落。3か月物の前場売値は、5月21日

入電の9,461.00ドルより24.00ドル高の9,485.00ドル。

3営業日の続伸で2.41%高。この週0.25%の上伸。5月

に入って3.43%の下落。 

LME公 認 倉 庫 の 銅 在 庫 は、現 地5月20日 の17万

4,600トンより3,525トン減の17万1,075トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、5月

限が、5月21日入電の428.10セントより6.65セント高の

434.75セント。反発して1.55%高。この週1.55%の上伸。5

月に入って1.08%の下落。6月限は、5月21日入電の427.40

セントより6.95セント高の434.35セント。反発して1.63%

高。この週1.63%の上伸。5月に入って1.36%の下落。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、中心限月に当たる6

月限が、5月21日入電の7万1,770元より250元高の7万2,020

元。2営業日の続伸で0.95%高。この週0.35%の上伸。5月

に入って1.79%の下落。7月限は、5月21日入電の7万1,480

元より250元高の7万1,730元。2営業日の続伸で1.03%高。

この週0.35%の上伸。5月に入って1.91%の下落。 

錫も続伸 

LME錫相場の前場売値は、直物が、5月21日入電の

3万4,705.00ドルより95.00ドル高の3万4,800.00ドル。

2営業日の続伸で2.65%高。この週0.27%の上伸。5月

に入って14.71%の下落。3か月物の前場売値は、5月

21日入電の3万4,325.00ドルより175.00ドル高の3万

4,500.00ド ル。2営 業 日 の 続 伸 で2.68%高。こ の 週

0.51%の上伸。5月に入って14.60%の下落。 

LME公認倉庫の錫在庫は現地5月20日の3,285トンよ

り45トン減の3,240トン。 

鉛も続伸 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、5月21日入電の

2,146.00ドルより21.00ドル高の2,167.00ドル。2営業日の続伸

で6.59%高。この週0.98%の上伸。5月に入って4.91%の下

落。3か月物の前場売値は、5月21日入電の2,143.00ドルよ

り22.00ドル高の2,165.00ドル。2営業日の続伸で5.87%

高。この週1.03%の上伸。5月に入って4.79%の下落。 

LME公認倉庫の鉛在庫は現地5月20日の3万8,850ト

ンよりトン減の3万8,850トン。 

亜鉛も続伸 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、5月21日入電

の3,755.00ドルより22.00ドル高の3,777.00ドル。3営

業日の続伸で3.58%高。この週0.59%の上伸。5月に

入って10.33%の下落。3か月物の前場売値は、5月21

日入電の3,740.00ドルより20.00ドル高の3,760.00ド

ル。3営業日の続伸で3.44%高。この週0.53%の上伸。

5月に入って9.70%の下落。 

LME公認倉庫の亜鉛在庫は現地5月20日の8万6,625

トンより625トン減の8万6,000トン。 

アルミも続伸 アルミ合金は横ばい 北米特殊は上伸 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、5月21日入電の

2,931.00ドルより32.00ドル高の2,963.00ドル。2営業日の続

伸で4.85%高。この週1.09%の上伸。5月に入って2.50%の

下落。3か月物の前場売値は、5月21日入電の2,935.00ドル

より40.00ドル高の2,975.00ドル。2営業日の続伸で4.75%

高。この週1.36%の上伸。5月に入って2.27%の下落。 

LME公認倉庫のアルミ在庫は現地5月20日の50万

4,275トンより万7,025トン減の49万7,250トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、5月21

日入電より横ばいの1,860.00ドル。この週横ばい。5

月に入って14.87%の下落。3か月物の前場売値は、5

月21日入電より横ばいの1,860.00ドル。この週横ば

い。5月に入って14.87%の下落。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、5月21日入電の2,890.00ドルより4.00ドル高の

2,894.00ド ル。反発し て0.14%高。この 週0.14%の上

伸。5月に入って2.23%の下落。3か月物の前場売値

は、5月21日 入 電 の2,880.00ド ル よ り5.00ド ル 高 の

2,885.00ド ル。上伸し て0.17%高。この 週0.17%の上

伸。5月に入って2.20%の下落。 

ニッケルは反落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、5月21日

入 電 の2万7,950.00ド ル よ り1,150.00ド ル 安 の2万

6,800.00ド ル。反落し て4.11%安。この 週4.11%の下

落。5月に入って17.36%の下落。3か月物の前場売値

は、5月21日入電の2万7,900.00ドルより1,150.00ドル

安 の2万6,750.00ド ル。反 落 し て4.12%安。こ の 週

4.12%の下落。5月に入って17.76%の下落。 

LME公認倉庫のニッケル在庫は現地5月20日の7万

1,898トンより24トン増の7万1,922トン。 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 9,500.50 34,800.00 2,167.00 3,777.00 2,963.00 1,860.00 2,894.00 26,800.00

前営業日比 23.50 95.00 21.00 22.00 32.00 0.00 4.00 ▲ 1,150.00

公示価格 9,485.00 34,500.00 2,165.00 3,760.00 2,975.00 1,860.00 2,885.00 26,750.00

前営業日比 24.00 175.00 22.00 20.00 40.00 0.00 5.00 ▲ 1,150.00

LME公示価格(US$)／5月23日

直物

先物



日刊金属 令和４年(２０２２年) ５月２5日(水) (6) 昭和４4年創刊 

入電 ・ 現地 5月23日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2200.0
セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2178.4

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 9499.5 9500.5 9548.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 23.5 80.0 (カーブ) 金（オンス） 1856.20
先   物 9480.0 9485.0 9520.5 9548.0  アンチモン99.65％（トン) 13600 ― 14000

出来高 前日比 24.0 79.0 78,838 ビスマス99.9％(ポンド) 3.50 ― 3.80

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.60 ― 1.65

現   物 34700.0 34800.0 34810.0 インジウム99.99％(キロ) 250 ― 275

前日比 95.0 ▲ 33.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 9.25 ― 10.50

先   物 34450.0 34500.0 34520.0 34614.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 9.45 ― 13.00

出来高 前日比 175.0 ▲ 85.0 3,361 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 45.00 ― 45.75

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 39.25 ― 40.38

現   物 2165.0 2167.0 2198.5 マグネシウム中国産99.9％(トン) 7300 ― 7900

前日比 21.0 57.0 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2163.0 2165.0 2188.5 2192.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 98 ― 104

出来高 前日比 22.0 51.5 35,429 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （23日） （24日）

現   物 3775.0 3777.0 3798.0 相   場 - -

前日比 22.0 47.0 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3758.0 3760.0 3780.5 3786.0 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 20.0 49.5 55,144  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.3898 4.3934

現   物 2962.0 2963.0 2934.5 採算円／キロ - -

前日比 32.0 ▲ 29.0 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2973.0 2975.0 2950.0 2956.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 40.0 ▲ 22.5 120,604 銅 171,075 ▲ 3,525

アルミ合金 　 錫 3,240 ▲ 45

現   物 1850.0 1860.0 1860.0 鉛 38,850 -

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 86,000 ▲ 625

先   物 1850.0 1860.0 1860.0 1860.0 アルミ 497,250 ▲ 7,025

出来高 前日比 0.0 0.0 6 アルミ合金 2,160 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 5,600 ▲ 60

現   物 2884.0 2894.0 2894.0 ニッケル 71,922 24

前日比 4.0 4.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2875.0 2885.0 2885.0 2885.0 (5／20 現在） 銅 54,436 ▲ 936

出来高 前日比 5.0 5.0 0 アルミ 288,801 ▲ 1,689

ニッケル 亜鉛 166,539 ▲ 527

現   物 26795.0 26800.0 27705.0 鉛 90,650 ▲ 2,310

前日比 ▲ 1150.0 ▲ 440.0 (カーブ) ニッケル 3,183 ▲ 571

先   物 26700.0 26750.0 27735.0 27732.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 1150.0 ▲ 440.0 28,010 (5／25 ） 銅 9,517.5 - 9,520.5

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 34,500.0 - 34,730.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,188.5 - 2,191.0

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,769.0 - 3,771.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,946.0 - 2,949.0

5月限 434.75 1847.8 2172.3 955.5 1965.90 ニッケル - - -

6月限 434.35 1847.8 2169.3 953.9 1966.70 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

7月限 434.55 1850.6 2172.3 950.3 1967.20 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

8月限 434.25 1853.9 - - - 6月限 72020 20880 25575 15085 210930

9月限 434.80 - 2181.6 - 1966.70 7月限 71730 20870 25525 15080 203470

前 日 比 6.65 6.0 5.4 9.3 26.70 前 日 比 250 145 ▲ 175 160 230

出 来 高 64,782 220,782 45,668 13,700 3,040 出 来 高 55949 190219 125198 40793 86413

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 19.47

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 9501 34800 2167 3777 2963 26800 435 72020 20880 25575 15085

128.87 1264 4685 316 527 401 3654 1280 1402 407 498 294

+0.09 4 16 3 3 4 ▲ 145 19 18 6 1 5

（5.0）

（0.9）

（5月24日

（22.00）

※24日のKLTMは取引がありません。

元・円＝



日刊金属 令和４年(２０２２年) ５月２5日(水) (7) 昭和４4年創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1540  1525 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1590  1575 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 54～56

銅大板2×1×2  1670  1725 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 96～99

銅管(ベース)  1770  1675 鉛板1.5ミリ  560  560 3Ｃ×1.6 100～103

水道用管(m当たり)13ミリ  1680  1585 鉛線3ミリ  470  470 3Ｃ×2.0 147～150

銅棒25ミリ  1450  1495 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1505  1540 アルミ箔0.007ミリ  1105  1065 1.6mm 32.5～34.6

銅線0.9ミリ  1530  1555 　〃　小板1ミリ  740  695 5.5sq 88.9～94.5

銅帯6×50  1460  1495 　〃　大板1ミリ  720  685 14sq 222～236

銅平角線  1730  1725 　〃　5052板  775  735 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1290  1310 　〃　6061板  1325  1285 600V  3Ｃ×38 1690～1797

　　〃　0.3ミリ  1320  1340 　〃　2017板  1230  1295 600V  3Ｃ×60 2605～2769

黄銅大板2×1×2  1440  1490 　〃　線3ミリ  725  685 600V  3Ｃ×100 4376～4651

黄銅管  1890  1730 　〃　快削棒50ミリ  940  900 6kV  3Ｃ×38 2695～2860

復水器用黄銅管  1860  1700 　〃　合金棒50ミリ(17S)  925  880 6kV  3Ｃ×60 3771～4001

黄銅棒快削25ミリ  1050  1120 　〃　合金棒50ミリ(56S)  880  840 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1080  1150 3Ｃ×2 131­134

四角棒  1110  1180 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 176­180

鍛造用  1090  1160 白金(グラム) 6Ｃ×2 250­256

ネーバル  1190  1260 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 286­293

高力  1190  1260 金(グラム) 合金鉄 3月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1465  1490 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  224 

黄銅平角線ロール仕上  1665  1700 　　　〃　　　その他  307.8 

黄銅条1.5×100  1285  1325 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  257 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2980  3270 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  226.8 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  3260  3570 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  3472 

リン青銅棒25ミリ  3060  3340 タンタル フェロバナジウム  3322 

リン青銅線3ミリ  3460  3780 マグネシウム フェロニッケル33％未満  725.3 

洋白板一般用1.0ミリ  3800  4300 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3950  4430 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1355 

2種　 2種　  1770 

3種　 3種　  1880 

4種　 6種　  1515 

5種　 7種　  1635 

7種　 YBSC　3種　  1200 

8種　 LBC　3種　  1820 

9種　 PBC　2種　  1900 

 8944 

（5月24日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4419 

◎ 9553 

◎ 8418 

◆ 101970 

3月通関（CIF）

 482 

 3347 

 45502 

-

 6065 

 5870 

 5675 

 4970 

 4785 

 1550 

 1315 

 1120 

 27327 

5月16日改定 5月9日発表



日刊金属 令和４年(２０２２年) ５月２5日(水) (8) 昭和４4年創刊 

山元建値　 電気銅 1260(23) 金 7,634(24)

（）実施日　 電気鉛 327(19) 銀 90,930(24)

電気亜鉛 529(20) 錫(99.99％) 5,900(16)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 39,000 ～ 42,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1128  1119 電 気 銅 ◎ 1234 ◎ 1229 ◎ 1236 ◎ 1231 

2 号 銅 線  1076 　 　― 電 気 亜 鉛  498  492  498  492 

上 銅 ( 新 切 )  1099  1084 蒸 留 亜 鉛  486  480  486  480 

雑 ナ ゲ ッ ト  949  948 再生ダイカスト亜鉛2種  395  389  395  389 

並 銅  1031  1015 再 生 亜 鉛 (98%)  333  327  333  327 

下 銅  1012  988 電 気 鉛  303  300  302  299 

銅 削 粉  1011  991 再 生 鉛 1 号  288  278  279  274 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  292  288  284  280 

新 切 黄 銅 セ パ  861  867 錫 1 号 ◎ 4600 ◎ 4550 ◎ 4600 ◎ 4550 

コ ー ペ ル  828  825 ア ン チ モ ン  2000  1950  2000  1950 

黄 銅 棒 地  812  813 ニッケル (メッキ用 ) ◎ 3550 ◎ 3500 ◎ 3550 ◎ 3500 

黄 銅 削 粉  806  809 コ バ ル ト  11200  10900  11200  10900 

並 黄 銅  724  702 セ レ ニ ウ ム  3600  3400  3600  3400 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  669  644 ビ ス マ ス  1300  1200  1300  1200 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  678  661 カ ド ミ ウ ム  550  500  550  500 

黄 銅 鋳 物  732 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  800  780  800  780 

山 送 り (55%)  405 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◆ 421 ◆ 417 ◆ 423 ◆ 419 

上 青 銅 鋳 物  877 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  365  360  365  360 

並 青 銅 鋳 物  875  859 〃 90 ％  306  301  306  301 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  870 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  454  449  457  452 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  860  847 鋳 物 用 C2BS  479  474  481  476 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1120 青 銅 合 金 地 金 3 種  1765  1755  1750  1740 

〃 ( 鋳 物 )  999 　 　― 〃 6種  1430  1410  1360  1350 

リ ン 青 銅 削 粉  912  897 ハ ン ダ 錫 60 ％  4055  4015  4075  4045 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  918  898 〃 50 ％  3490  3440  3510  3480 

新 切 亜 鉛  230  230 〃 40 ％  2965  2905  2925  2895 

ダ イ カ ス ト く ず  195  195 減 摩 合 金 2 種  5835  5805  5840  5810 

亜 鉛 ド ロ ス  173  184 〃 4 種  4935  4910  4940  4910 

上 鉛  138  136 〃 7 種  1530  1480  1530  1480 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  30  30 ス テ ン レ ス ・ 特 金  180  180 

活 字 鉛  123  120  165  165 

新 切 ア ル ミ 1 級  287  284  360  360 

新 切 サ ッ シ 1 級  287  282  635  635 

新 切 合 金 1 級  272  262  36  39 

機 械 鋳 物 1 級  195  195  240  240 

ビ ス 付 サ ッ シ P  218  210 

合 金 削 粉 P  140  140 

込 ガ ラ P  135  132 

カ ン ・ バ ラ  205  196 

◎上げ　◆下げ (5月24日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


